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◉「もしも」に備えて

◦
防
災
マ
ッ
プ
に

　

示
さ
れ
て
い
る
内
容

　

愛
媛
県
が
公
表
し
て
い
る
土
砂
災

害
危
険
箇
所
で
、「
土
石
流
危
険
区

域
」「
が
け
崩
れ
危
険
箇
所
」「
地
す

べ
り
危
険
箇
所
」が
色
別
で
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
土
石
流
と
は
、
大
雨

な
ど
に
よ
り
水
を
含
ん
だ
大
量
の
土

砂
が
急
こ
う
配
の
渓
流
を
流
れ
落
ち

る
現
象
で
、
大
き
な
河
川
よ
り
も
、

普
段
は
流
量
が
少
な
く
幅
も
狭
い
も

の
の
、
傾
斜
が
急
な
河
川
で
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。
危
険

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
過
去

の
水
害
で
洪
水
の
被
害
を
受
け
た
地

域
も
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

非
難
場
所
は
、
災
害
が
発
生
し
て

か
ら
一
時
的
、
緊
急
的
に
避
難
す
る

「
一
時
避
難
場
所
」と
、
一
時
避
難
場

所
か
ら
の
緊
急
避
難
者
や
救
出
者
を

応
急
的
に
収
容
す
る
た
め
の「
避
難

収
容
施
設
」に
分
け
て
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
通
常
は
、
ま
ず
一
時
避
難

場
所
に
避
難
し
ま
す
。
し
か
し
災
害

の
規
模
や
発
生
場
所
な
ど
に
よ
っ
て

は
避
難
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
内
で

避
難
に
適
し
た
場
所
を
見
つ
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◦「
も
し
も
」に
備
え
て

　

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と

　

不
意
に
襲
っ
て
く
る
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
心
構

え
が
不
可
欠
で
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
防
災
情
報
の

入
手
方
法
や
注
意
す
べ
き
土
砂
災
害

の
前
触
れ
現
象
、
避
難
す
る
場
合
の

注
意
事
項
、
応
急
手
当
の
方
法
な
ど

も
説
明
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

た
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
も
し
も
大
き
な
災
害
に
見

防
災
マ
ッ
プ
の
見
方

舞
わ
れ
た
と
き
は
、
一
人
で
行
動
せ

ず
、
家
族
や
近
所
の
人
と
協
力
し
な

が
ら
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ

と
も
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段
か
ら
地

域
の
自
主
防
災
組
織
の
研
修
や
避

難
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と

共
に
、
地
域
で
支
え
合
う
体
制
を
整

え
、
災
害
に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

災害時に慌てないために

　　   ごろから
○避難経路・避難場所の確認
　防災マップを利用して、家族で確認しましょう。
○非常持ち出し品は定期的に点検しておきましょう。
　例）携帯ラジオ、懐中電灯やろうそく、医療品、貴重品、タオル、
　着替え、数日分の非常食など
○家まわりの確認
　周辺の様子を把握し、窓なども補強しておきましょう。

　　   害時には
○テレビやラジオで最新の情報を確認しましょう。
○防災行政無線を良く聞きましょう。
○むやみに危険な場所には近づかないようにしましょう。
○避難するときは火の元と戸締まりを確認
○持ち物は最小限に。ヘルメットや軍手があるとより安心
○単独で行動せず、家族や近所の人と一緒に行動しましょう。

日

災

大洲消防署内子支署　冨永　修
おさ

身
み

　支署長

　内子町は比較的、大雨などによる災害の被害が少な
い地域です。しかし過去には、昭和 18 年７月、長雨に
よって小田川で土石流が発生し、大瀬地区の住宅７棟
が流出、10 人の尊い命が失われた事例もあります。
　災害には前兆があります。とにかく、まずは普段と
の違いに気を付けましょう。近所に谷川や河川がある
場合は、水量や水の色などを注意深く観察し、少しで
も異変が起きたらすぐに避難することが重要です。ま
た、自分たちの地域だけではなく、上流域の情報にも
注意しましょう。さらに、避難するときはなるべく幅
の広い道路を通り、誰かと一緒に行動するようにして
ください。狭い道路では、沿道の建物が倒壊した場合
に下敷きになったり、側溝などに落ちてしまったりす
る可能性があります。
　大きな災害が発生してしまったときには、すぐには
救助の手が回りません。自分の身は自分で守る、家族
の身は家族で守ることが基本です。この防災マップ
も、一度見てしまい込むのではなく、家庭内で繰り返
し危険箇所や避難場所を確認し、もしもの場合に備え
てほしいと思います。

身近な異変に要注意
自分の身は自分で守る
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